
あ
て
先…

あ
て
先…

あ
て
先…

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

力
作

募
集
中

仁
組
獅
子
舞

栢
田
を
歩
く

匝瑳
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千葉県指定無形民俗文化財の「仁組獅子舞」

　

新
年
を
迎
え
、
市
内
に
は
古
く

か
ら
の
伝
統
行
事
が
行
わ
れ
る
集

落
が
あ
り
ま
す
。
栢
田
区
（
栄
地

区
）
で
、
１
月
８
日
の
初
茶
飯
の

際
に
行
わ
れ
る「
仁
組
獅
子
舞
」は
、

昭
和
59
年
２
月
に
千
葉
県
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

筆
者
は
ま
だ
こ
の
行
事
を
見
て

い
ま
せ
ん
が
、『
広
報
そ
う
さ
』

（
平
成
27
年
２
月
号
）
で
は
、「
獅

子
が
集
落
内
の
各
戸
を
回
っ
て
疫

病
や
災
い
を
嚙
み
砕
き
、
五
穀
豊

穣
・
無
病
息
災
を
祈
る
行
事
で
、

家
に
獅
子
が
上
が
り
伴
奏
の
囃
子

に
合
わ
せ
華
麗
な
舞
を
披
露
。
訪

問
を
受
け
た
家
庭
の
人
た
ち
は
獅

子
に
体
を
噛
ん
で
も
ら
い
、
今
年

１
年
の
健
康
を
願
い
ま
し
た
」
と

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
事
の
由
来
に
つ
い
て
『
野
栄

町
史
』
な
ど
に
は
、
次
の
よ
う
に

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
江
戸
時
代
の
天
明
年
間
（
18

世
紀
後
半
）
頃
、
全
国
的
な
大
飢

饉
に
み
ま
わ
れ
た
際
に
、
上
総
国

作
田
村
（
現
在
の
九
十
九
里
町
）

の
住
人
が
五
穀
豊
穣

と
疫
病
退
散
を
祈
願

し
て
獅
子
舞
を
奉
納

し
、
こ
れ
が
後
に
木

戸
村
（
現
在
の
横
芝

光
町
）
に
伝
わ
り
、

さ
ら
に
栢
田
村
に
も

伝
わ
っ
た
」
と
さ
れ

ま
す
。

　

戦
前
は
、
１
月
28

日
の
「
石
尊
講
」
に

行
わ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
石
尊
講
と
は
、

神
奈
川
県
伊
勢
原
市

大
山
に
あ
る
「
大
山

阿
夫
利
神
社
」
を
信
仰
す
る
集
団

の
こ
と
で
、
旧
八
日
市
場
市
域
で

は
江
戸
時
代
後
期
の
石
宮
４
基
が

見
つ
か
り
講
中
の
存
在
が
知
ら
れ
、

明
治
初
年
に
は
匝
瑳
郡
内
で
約
80

パ
ー
セ
ン
ト
の
村
に
大
山
講
（
石

尊
講
）
が
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ

り
ま
す
。
栢
田
区
で
の
石
尊
宮
の

調
査
は
ま
だ
で
す
が
、「
作
田
地

区
で
は
大
山
講
が
盛
ん
で
あ
っ

た
」（『
九
十
九
里
町
誌
』）
と
さ
れ
、

大
山
講
が
獅
子
舞
の
伝
来
と
つ
な

が
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

江
戸
時
代
後
期
、
１
８
４
５
年

ご
ろ
の
栢
田
村
の
家
数
は
、「
東

栢
田
村
１
２
０
軒
」「
西
栢
田
村

68
軒
」
の
合
わ
せ
て
１
８
８
軒
と

の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

な
ぜ
仁
組
だ
け
に
獅
子
舞
が
伝

わ
っ
た
の
か
、
疑
問
も
残
り
ま
す
。

『
ふ
さ
の
国
の
文
化
財
総
覧
』
で

は
、「
曲
芸
や
演
劇
が
融
合
し
た

大
神
楽
」
と
し
て
、
獅
子
舞
の
演

目
や
道
中
囃
子
が
紹
介
さ
れ
、

「
独
特
の
郷
土
色
豊
か
な
楽
曲
」

と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仁
組
獅
子
舞
保
存
会
（
伊
藤
明

会
長
。
会
員
30
余
人
）
に
よ
り
、

今
年
の
所
願
成
就
が
祈
願
さ
れ
ま

す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

☎
73
・
０
０
８
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川　　

柳

鈴
木　

十
世
志 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

冬
夕
焼
宙
に
舞
ふ
ご
と
木
を
伐
り
ぬ 

八
日
市
場
ロ　

髙
安
せ
い
子

寒
菊
や
彩
を
つ
く
し
て
風
の
中 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

古
時
計
鈍
き
音
打
つ
冬
座
敷 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
で
ん
と
坐
り
し
冬
座
敷 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

納
ま
り
の
つ
か
ぬ
雑
事
や
暮
早
し 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

晴
江

何
も
彼
も
括
り
て
終
る
十
二
月 

横
須
賀　
　
　

吉
野　

ヨ
シ

言
い
た
き
事
さ
ら
り
と
畳
み
十
二
月 

登　

戸　
　
　

伊
藤　

さ
く

寒
空
に
耐
え
て
ラ
ン
ナ
ー
息
白
し 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

万
緑
の
一
軒
宿
に
到
着
す 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

秋
大
根
初
収
穫
を
風
呂
吹
き
に 

野　

手　
　
　

佐
藤　

晃
子

是
が
非
で
も
こ
の
手
で
作
る
供
餅 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

子
等
は
待
つ
早
く
来
い
よ
と
お
正
月 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

大
吉
を
引
い
て
夫
婦
の
初
笑
い 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

年
一
度
賀
状
の
文
字
で
安
堵
す
る 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

年
賀
状
ス
マ
ホ
で
送
る
干
支
の
猿 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

正
月
に
平
穏
無
事
を
祈
願
す
る 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

不
信
心
正
月
だ
け
の
神
仏 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

家
中
の
笑
顔
が
囲
む
屠
蘇
の
膳 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

初
詣
晴
れ
着
姿
に
花
が
咲
く 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

か
や
だ

は
つ
ち
ゃ
め
し

に 

ぐ
み  

し  
し  
ま
い

は
や  

しき

せ
き 

そ
ん 

こ
う

あ　

ふ　

 

り

き
ん

か

ほ
う

じ
ょ
う
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